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モチベーションを引き出す授業デザイン
高校までの学びと大学での学びの間には質的に乖離がある
ことは以前から知られたことである。昔の学生はそのことを
十分認識して大学の学びに対応していった。しかしながら、
最近の高校教育において大学受験のための暗記中心の学習や
受身的で先生からの指示待ちの学習をしている生徒の増加が
指摘されている。そして、文科省の高大連携事業:サイエン
ス ・パー トナーシップ ・プロジェクト事業(SPP)をこれま
で4年間実践して得られた知見として、高校教育では学習内容
の縮減や授業時間の減少により実験実習 ・観察といった体験
型の学習時間が多く削除されていることが明らかになってい
る.そのため大学に入るためだけの学習をしてきた学生は入
学後の学びの違いに対応できず学習に対するモチベーション
を失っているのが現状である。このように多様な指向を持つ
生徒の高校教育から大学教育への円滑な移行は大学教育の大
きな問題の一つになっている.
一方、高校で育成されている資質は大学が学生に求めている
資質とは異なっている。高校では理解力、語学力、読解力、文
章表現力、数理能力などの資質の育成が中心になり、大学では
間題解決能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション
能力、創造性、探究心などの資質を学生に求めている。上述の
理由により現行の高校の教育課程でこれらの資質を育成するこ
とは困難である。このように大学が求める資質においても学び
と同様に乖離があることが分かる。これらの状況を考えると、
今後大学に入学してくる学生の学びの履歴やそれに伴う資質は
.多様になり対応も難しくなることが予想される。従って、大学
の教養教育では高校教育に欠けている学習内容を補完し、欠落
した資質を伸ばすきっかけになり、また乖離した学びの橋渡し
となるような授業デザインが必要と考える。
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小生が担当している共通教育の授業に 「半導体の科学」があ
る。この授業は学習に対するモチベーションの覚醒と学びの橋
渡しをねらいとしている。そこではどのような授業がデザイン
され実施されているか、その取り組みを以下に示す。① 毎回、
終了15分前に小テストを実施。小テストを添削して次回返却す
る。添削してすぐ返却すると、学生は学習に動機づけられる場
合が多いことは経験則として知られている。② 中間試験を実施。
15回の授業のうち2回の試験(中間試験と期末試験)により学
生の理解力を測る。③ 実物を回覧し、ミニ実験を実施。「百聞は
一見に如かず」でなく 「百見は一験に如かず」をモッ トー にし
ている。単なる受身的に授業を受けるのでなく、学生自ら実験
器具を作製し、実験する。(具体的には全員にLEDライトを作製
させる〕④ 最後のまとめとして授業内容に関するVTRを見せる。
テレビゲーム世代の学生に板書だけなく、視聴覚機器を使って
学習した事を確認する。
授業の成果については共通教育センターが進めてし、る 「授業
に関するアンケー ト調査」からll青報を得ることがでぎる、モチ
ペーションを引き出すことができたか否かについてはアンケー
トの自由記述の学生の言葉で示している。アンケートの文章の
中に、「授業への熱意が感じられた」「実物を見られる機会が多
くあり良かった」「この分野に関心を持つようになりました」
「このの野をも:)と勉強したくなった」といったように、授業を
ポジティブに受け止めた旨を述べている。これらを素直に受け
取る限り、学生のモチベーションを引き出すことや学びの橋渡
しをある程度果たしたものといえる。しかし、同じ試験問題の
出来が年々少しずつ悪くなっている事が気がかりである。
学習内容が縮減された新学習指導要領の下で高校の教育を
学んだ学生が大学に入学して吉た。当たり前のことだが、学
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生にとって高校で習ってなし、ことは知らない、ということであ
る。高校で教えなくなった範囲は高校側の領分でなく、大学
側の領分である。大学の教養教育では乖離した学びの橋渡し
となるよう授業をヂザインし、そして学びの不連続を起こさ
ないよう配慮することが必要だと考える。
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